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ますます、患者の皆様の負担が増えようとする医療改悪の中で 
 私たち薬剤師は 
 
 
 
 
        
                            がんばります 
 4月から既に、お年よりの負担額（1ヶ月の限度額）が 100円増えていますが、更に 
2002年 10月からの医療制度改悪で、70歳からのおとしよりの自己負担が大幅に増やさ
れる事が決められています。そればかりでなく、サラリーマン本人の自己負担などにつ

いても、現在の政府は、患者の皆様の負担をますます増やそうとしています。 
 そこで、私たち薬剤師は、このような医療改悪が行なわれないよう、署名などの活動

をするとともに、皆様の自己負担額を減らし、引いては、日本の医療費全体を引き下げ

る事になるジェネリック薬品（以下ＧＥ薬品）の採用を積極的に行なう事にしました。 
 ＧＥ薬品とは、日本で開発あるいは初めて輸入したオリジナル先発品に対する後発品

の事で、既に承認を受けている先発品と有効性異聞が同一の薬剤です。 
 先発品に比べ、その薬価は 1／2～1/３と   先発品     ＧＥ薬品 
安く、右表は現在採用しているＧＥ薬品の  ﾃﾉｰﾐﾝ 129.0  ｱﾙｾﾉｰﾙ 34.7  
例です。欧米では、以前より政府の指導下  ﾚﾆﾍﾞｰｽ 97.7  ﾚﾆﾍﾞｰｾﾞ 47.6 
で、ＧＥ薬品使用が推奨されていましたが  ｿﾞﾋﾞﾗｯｸｽ 322.3 ｱｼｸﾛﾋﾞﾙ 193.1 
日本では、薬価の安さが地位を低め，先発     
品の商品名が普及しているなどの為、あまり使用されてきませんでした。 
  しかし、相次ぐ医療改悪の中で、患者の皆様がかかりやすく、安心してお薬を飲ん
でいただけるよう、良質で（品質の保持はもちろんです）安価なＧＥ薬品を今こそ、大

いに活用したいと思います。  ＧＥ薬品採用の際には、多少見掛けが変わるなど皆様

にもご協力いただくこともあると思います。よろしくお願い致します。 
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